
（様式）

※　複数種別または複数種類の介護ロボットを導入した場合は、種別・種類ごとに作成すること。

　令和２年度　滋賀県介護職員職場環境改善支援
（介護ロボット導入支援）事業費補助金　導入効果報告書

介護ロボットの製品名

社会福祉法人ほのぼの会

特別養護老人ホームふれあい

近江八幡市上田町1315-1

眠りスキャン

法 人 （ 事 業 者 ） 名

介 護 事 業 所 名

利 用 定 員 介護ロボ ッ ト の種別 見守り50人

介護保険事業所番号

所 在 地

2570400263 介護老人福祉施設サービス種別

※　「介護ロボットの種別」欄は、移乗介護（装着型）、移乗介護（非装着型）、移動支援、排泄支援、見守り、コ
ミュニケーション、入浴支援、介護業務支援の別を記載すること。

導 入 時 期 　令和3　年　3　月 導 入 台 （ セ ッ ト ） 数 ５０台

【３．導入後の課題と対応策、介護ロボットの不都合な点など】

【２．介護ロボットの導入効果・通信環境の整備効果】

※目標の達成状況等をもとに、数値を用いてできるだけ具体的に記載すること。

リ ー ス ・ レ ン タ ル の 場 合 の 契 約 期 間 　　年　　月から令和　　年　　月まで

※導入後に生じた課題やそれに対する対応策（方針）や、介護ロボットの不都合な点などを記載すること。

・６月～７月にかけて「導入後のアンケート」を実施した。導入前と比較し、居室での入居者の状態を把握
することができ、精神的な負担が軽減した
・またお看取り対応の利用者のご逝去のタイミングをつかむことができ、夜勤時の不安が軽減したなどの良
い点についての回答を得た。一方で、実際のベット上での動作と離床感知センサーとのタイムラグがある・入
居者の動作が早いとセンサーが反応しないなどの不安要素も確認した。
・眠りスキャンのサーバー異常が発生した際の、サーバーパソコンの再起動方法について夜勤職員に説明会
を実施した(選任し数名に実施）
・眠りスキャンは１台ごとに電源が必要であるが、ベットを動かす・居室掃除をするなどの際に、コードを踏ん
だり、ベットのキャスターで踏みつけたりし、電源コードが切れるなどの破損が5件ほど発生した。
・停電時、眠りスキャンに電源を送れないため使用できないということもあり、災害時の居室状況確認等に
不安が残る。

・導入後、眠りスキャン専用のモニターを各ユニットに設置。それまでは介護記録を入力するパソコンで眠り
スキャンデータを確認していたため、介護記録画面を優先する傾向があった。介護職員が常に眠りスキャン
データを確認することで、居室における入居者の状態や安全確認をスムーズに行えることを目的に専用モニ
ターを設置。このモニターはステックパソコンと組み合わせ、有線ではなく無線ＬＡＮにて受信し画像を確認で
きるようなセッティングにした。ステックパソコンを使用することで、眠りスキャン専用モニターに不具合が発生し
た場合、テレビにステックパソコンを繋げば、眠りスキャンデータを見ることも可能となる。
・無線ＬＡＮ環境については、スマートフォンの電波障害が発生した。設置業者に依頼し対応している。アク
セスポイントの場所変更や、ハンドオーバーを防ぐためのアプリをインストールするなど様々な対応を行ってい
る。当初と比較し改善されたが、時折スマートフォンが繋がりにくいなどの障害は現在も残っており、設置業
者と連携しながら改善に努めている。

有　・　無

※見守り機器の導入に伴う通信環境整備のみの場合は、見守り機器の使用状況を記載すること。

見 守 り 機 器 の 導 入 に 伴 う 通 信 環 境 整 備 の 有 無

【１．介護ロボットの使用状況】

・ＩＴ機器による分析により、根拠に基づいたケアに取り組むことについては、お看取りの入居者へ対して効果
が発揮できた。お亡くなりになる前の心拍や脈拍情報等により、ご家族様へ最期の適切なタイミングで面会
にお越しいただくことに繋がった。　ＢＰＳＤの軽減については、機器情報の分析までは出来ておらず、次年
度の課題である。
・令和３年度事故発生数については、令和２年度と比較し３９件減少の５４件であった(令和３年１月～同
年１２月）。眠りスキャンの情報をパソコンのモニターやスマートフォンで確認し、入居者の行動を先読みし居
室に訪問できていることで、事故を未然に防ぐことに繋がったと分析している。




















